
リガの中心はユニークな建物の多
い旧市街でユネスコ世界遺産に登
録されています。約８００年間ドー
ム大聖堂の塔は町のシンボルとな
っています。ラトビアの文化・音楽活
動の殿堂は‘ナショナルオペラ’で世

界でも高水準のオペラ　バレエ　ポップミュー
ジックが演じられています。リガは２０１４年にヨーロッパ文化首都になること
が決定しています。そのリガの中央市場は旧市街に近く、食通も驚くような多種多
様な地域の特産物が豊富に揃っています。マーケットに隣接するスピケリ（Spik-
eri）地区では定期的に美術品展示会やコンサートが開催されています。またリガ
がアール・ヌーボーの中心地と考えられているのはその素晴らしいスタイルの建
物が世界のどの都市よりも数多く存在しているからです。パルダウガワは１９世
紀の独特な木造建造物が多く見られる町でカルンシエマ・イエラ地区も修復され
て非常に魅力的な町並みになりました。

リガ郊外にある民族野外博物館はヨーロッパでも最も古い野外の民族博物館の
一つで　古代ラトビア農民のログ建築物が有名です。
ユールマラは首都リガから２３Km。ラトビアで最も人気があり、また　バルト諸
国では最も大きなビーチリゾートです。遊泳可能な白砂のビーチ、松林から流れ
るさわやかな空気、伝統的ミネラルウォーター、スパや保養施設などユールマラ
は健康増進と人生を満喫するにはお薦めの場所です。 
www.liveriga.com, www.tourism.jurmala.lv

クルゼメの魅力は森林や海にあり、それは地域の
歴史や伝統だけではなくその地方の気質を形作っ
てきました。コルカ岬は、ラトビア最北西地点で両
方向から海水が交わっています。海と湾の流れ、日
の出と日没そして四方からの風が出会う場所です。

風とロックミュージックのラトビアの聖地リエパーヤ（Liepa-
ja）では素敵なレストランやホテル、世界遺産などが注目です。聖三位一体教会の

Riga & Jūrmala
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Tallinn
タリン

タリンが最初に文献に登場したのは1154年。北ヨ
ーロッパ最古の首都です。ユネスコ世界遺産の旧
市街は、空港からは車で15分の距離にあり、港から
は徒歩圏内のところにあるコンパクトな街です。不凍

港の北限であることから、交易の重要地点として栄えてきたこの地
は、石畳が敷き詰められた迷路のような作りになっていて、中世のおとぎの国に
迷い込んだような錯覚を感じさせてくれます。
歴史的建造物はもちろんのこと、北欧風デザイン雑貨やハンディクラフト、ギャラ
リー、バリエーション豊かなカフェ巡り等、散策の素材には事欠きません。この街
では、甘さ控えめのスイーツをお試しいただくこともお忘れなく。
そして、ほとんどのカフェやレストラン、ホテルでは無料のwifiが提供されていて、
新旧のコントラストを観ることができることも、この街の特色です。冬には日本人

の方々にも人気のクリスマス市が開催され、エストニア各地で作られたクリスマ
ス用品が出品されます。
旧市街からバスやトラムで足を延ばすことにより、さらなる魅力が待っています。
ヌンメ地区の100年以上の歴史を持つ公設市場には、現地の食材が可愛い建物
に並んでいます。カドリオルグ地区には、ロシアのピョートル大帝によって18世紀
に建てられたバロック様式のカドリオルグ宮殿、2008年欧州美術鑑賞を受賞した
クム美術館があり、そこから少し足を延ばせば、テレビ塔から周囲を一望すること
ができます。
テレビ塔からほど近い「歌の原」はユネスコ無形文化遺産の「歌と踊りの祭典」の

Haapsalu
ハープサル

Lahemaa 
National Park
ラヘマー国立公園

会場で、普段は市民の憩いの場となっています。エストニア人のアイデンティティ
とも言える、5年に一度開催される祭典の次回開催は2014年7月。2万5千人が一
斉にステージから発する天使の声は、一度は体感しておきたい感動です。 
www.tourism.tallinn.ee/jp, 2014laulupidu.ee/english

タリンから西南へ100kmほどのところにある芸術
の街ハープサルには、夏に訪れることをお勧めし
ます。都市部とは異なる時間の流れを持つこの街
には、多くの芸術家が集っています。作曲家のチャ
イコフスキーも、この街を愛したひとり。海沿いの

遊歩道を歩いたあとのコーヒーブレイクでは、新たなひ
らめきが生まれるのかもしれません。
この街の特産品として挙げられるのがレース。柔らかな羊毛を使用して織られる

ハープサル・レースは、各国要人へのエストニアからの贈答品としても使用され
ています。手織りへのこだわりは頑なで、ハープサルでは小学校の授業でもレー
ス織りが採用されており、伝統技術の継承に努めています。
南に40kmほど下るとマツァル国立公園があり、そこには多くの渡り鳥が訪れま
す。毎年春には200万羽以上の水鳥が訪れ、ヨーロッパ最大のクロヅルの飛来地
としても知られています。また、マツァルに限らず、エストニアには多くのコウノト
リが飛来しているため、夏の間に国内移動をしていると、電柱の上で子育てを行
なうコウノトリに出会うことは、日常の光景となっています。 www.haapsalu.ee
 

タリンから東へ50kmほどのところから広が
る国立公園は、東京23区よりも大きな敷地
面積で、春先の雪解け水で満ちた湿地帯の
光景は、言葉による表現が困難なほどに美
しいと言われています。
エストニア最大の国立公園では、森がある

がままに保護されています。公園内には高さ
8m、幅50mのヤガラ滝、15世紀より「船長の村」として知られる漁

村カスムなどがあります。また、マナーハウス（荘園）での滞在は、日本ではできな
い体験のひとつです。都会の喧騒から離れ、自然の中にしばらく身を置く方法とし
ては、最適です。

春には健康に良いとされる白樺ジュース、そこから苺、ブルーベリー等のベリー
類、秋にはキノコ類を、森から授かることとなります。地元の名物おばちゃんと収
穫に出かけ、森から出たらさまざまな調理法を教えてもらうことをお勧めします。
元々この地に宗教はなく、自然崇拝が起源のエストニア人にとって、森はすべてな
のです。 www.keskkonnaamet.ee/lahe-eng, www.vihulamanor.com

エストニア南部にある第二の都市タルトゥは学
術の街ですが、それはスウェーデン支配の時代
に当時のスウェーデン王、グスタフ・アドルフによ
るタルトゥ大学の設立（1632年）に起源を発しま
す。1323年に建てられた赤レンガ造りの聖ヨハネ

教会、1806年に建てられたタルトゥ大学等の建築物の他に
も、キスをする学生像、ピサの斜塔のように傾いたまま建ち続けているタルトゥ美
術館等、ユニークなものもあります。
AHHAAサイエンスセンターは、子供の科学離れを防止する施設。ジェリービーン
ズを使用したDNAの仕組みの解説等、親しみを持たせるプログラムが中心です
が、一方で、大人でも楽しめるアトラクションが、この施設にはあります。全方位3D
プラネタリウムがそれです。日本製の同プラネタリウムは、観る者に宇宙空間にい

るかのような錯覚を与えます。また、タルトゥ玩具博物館では、人形やぬいぐるみ
等の伝統玩具の展示の他、影絵、パズル等の子供向けワークショップも開催して
います。 www.tartu.ee/?lamg_id=2, www.ahhaa.ee/en

ロシアとの国境であるナルヴァ川を挟んでエスト
ニア側にはナルヴァ城が、ロシア側にはイワンゴ
ルド城が並立しています。異なる様式の城を一望
できるという、国境の街ならではの光景です。
近郊にはクレマエ修道院、コフトラ炭鉱跡などで

宗教史、産業史を垣間見ることができる施設もあります。 
narva.ee/en, kaevanduspark.ee/eng

エストニア
旧ソ連というと、暗い歴史を現在も引き摺る国々という印象が多いのですが、少な
くともこの国は違う。過去を振り返るより、前を向いて歩いている人々が非常に多
いのです。地理的優位性から、諸外国の支配を受け続けてきましたが、言語的に
はフィンランド語と同一の語類に属していることもあり、バルト3国でもっとも北欧
文化が浸透している国と言えるでしょう。
エストニアには綺麗な見どころもたくさんあります。しかしながら、ここの一番の魅
力が実は「人」であることをお伝えしておきたいと思います。
エストニア概要
国名 ：エストニア共和国
面積 ：45,227㎢
人口 ：1,286,479人（2013年1月1日現在）
首都 ：タリン（395,392人／2013年1月1日現在）
公用語 ：エストニア語
政体 ：議会民主制
独立記念日 ：2月24日
EUとNATO加盟国
シェンゲン協定加盟国
日本との時差	 ：7時間（GMT＋2時間）
通貨		  ：ユーロ（2011年1月1日～）
両替		  ：銀行、および市中の両替所
クレジットカード	 ：VISA／MASTER、AMEXが少額から広く使用されている。
価格表示		  ：内税方式
チップ		  ：強制的ではありませんが、状況に応じて10%位を目安に
してください。
開店時間
観光地を除く商店		  ：平日09:00～19:00（週末は早めに閉店）
ショッピングセンター、スーパー	 ：年中無休09:00～22:00
土産物店			   ：年中無休10:00～18:00
ほとんどの店員が、英語を流暢に話します。
電話
国番号 ：372
日本への国際電話のかけ方 ：「00」、「国番号（81）」、「電話番号」の順に押す。
警察 ：110
消防・救急　 ：112

インターネット
ほとんどのカフェ、レストラン、ホテルではwifi接続を無料で提供しています。

世界最大級のパイプオルガン、クラフトマンハウス（工芸職人の家）には世界で最
も長い琥珀のネックレスがあります。港町ヴェンツピルス（Ventspils）はラトビア
の花と泉の都と呼ばれています。家族旅行にもお薦めです。世界的にも認証を受
けた優良ビーチにはサーファーやヌーディストの指定エリアを設けています。バ

ルト諸国の中では最も高度の高い人工スキー場もあります。クルディーガはクル
ゼメ地方の真珠と呼ばれ、ヨーロッパでも屈指の観光都市の一つでロマンチッ
クな通りや中庭が魅力です。ヴェンタ川の古いレンガ橋やヴェンタの滝（Ventas 
Rumba、ヨーロッパで最も幅が広い天然の滝）も必見です。 www.kurzeme.lv

 
ラトガレ地方では美しい湖や森林の風景、美しい鳥
の群れや白い雲など美しい自然に感動するでしょう。
騒 し々い都会から離れて訪れた人を伝統的なおもて
なしの心で迎えてくれる場所であり、平和な日の出を
迎えられ、そして丘には矢車菊の花が咲き乱れます。

ラトガレの地形はゆるやかに起伏し、たくさんの湖があるのが
特徴です。それが「ブルーの湖を持つ土地」と呼ばれる理由でもあります。そしてラ

トビア最大級の大きさの湖「ルバーンス」と「ラーズナ」もあります。ラトガレは独
自の色濃い伝統と古い歴史を持つ地域で、それは隣国などの影響もあります。他
の地域とかなり違った印象があるので時々ラトビア以外の国にいるような錯覚を
感じることもあるでしょう。ラトガレ人には根強い伝統があり、陶芸やベーキング
だけでなくカトリック派、ルーテル派、正統派など多くの宗教も存在します。アグロ
ナ大聖堂（Aglona　Basilica）はラトガレでは最も有名で美しい教会で
毎年８月には数千の巡礼者が世界から訪れます。 www.latgale.lv

 
ヴィゼメ地方はラトビア東北部に位置し、四つの歴
史的な州の中のひとつです。美しい自然が広がり、
歴史的遺産や様々な伝統文化などが印象的です。
ヴィゼメでは絵に描いたように美しい川や湖、谷や
丘、牧草地、中世の城、荘園やロマンチックな公園、

森林の風景などを目で楽しみ満喫できるでしょう。ヴィゼメ最
古の村では重要文化財や建築遺産などが、それぞれの独自の魅力と歴史や文化

をそのまま保持しています。観光客は様々なアクティブ・ツーリズムを体験するこ
とができます。例えばアドベンチャーパーク、サイクリング、ウォーター観光、スキ
ー、田舎暮らしをのんびり楽しむ体験やクラフト製品作りなど様々なものがありま
す。またガウヤ国立公園の砂岩の崖やヴィゼメ海岸沿いの小湾の散歩など決して
忘れられない思い出となるでしょう。 www.vidzeme.com

 
ゼムガレには素晴らしい記念建造物が多くありま
す。ルンダーレ宮殿はラトビアで最も豪華な宮殿の
一つで18世紀に建てられバラの庭園に囲まれてい
ます。
バウスカの町には公爵の住居であったリヴォニア騎

士団の城バウスカ城があり近年修復が終わった一部
が博物館として公開され中世の資料や城の歴史が紹介されています。イェ

ルガワ宮殿にはクールランド公爵一族の地下納骨所があります。イェルガワ聖三
位一体教会の修復された塔は歴史を語る中心的存在でコンピューターを利用し

たバーチャル映像も紹介されています。ダウガワ川の左岸にはコクネセ城跡があ
り、かつては、強大なリヴォニア騎士団の本拠地でした。現在はラトビアで最もロ

マンチックな風景の一つになっています。テールベテ自然公園は家族で終日楽し
める場所で、遊歩道、子供の遊び場などお伽話に出てくるキャラクターや100以上
の動物や昆虫の木製彫刻が楽しめます。 www.travelzemgale.lv

ラトビアの基本情報
正式国名　：　　ラトビア共和国
面積　　　：　　6４５８９Ｋｍ２　
人口　　　：　　220万人　
首都　　　：　　リガ　（人口706000人）
公用語　　：　　ラトビア語
政体　　　：　　議会民主制
独立記念日：　　11月18日
ＥＵとＮＡＴＯ加盟国
シェンゲン協定加盟国
日本との時差 ：　 ７時間（ＧＭＴ＋２時間）

サマータイム（３月最終日曜日～１０月最終日曜日）は６時間
通貨 ：　 ラッツLats(LVL) ※2013年1月よりユーロ(EUR)導入
クレ ジットカ
ード

：　 主なお店、レストラン、ホテル他、代表的な国際カードが便
利

両替 ：　 銀行　リーガ空港　リーガ中央駅　ホテル　スーパーマ
ーケットなど町には多くの両替機がありますが、地方都市へ行
く時は現金をお薦めします。

チップ ：　 ラトビアのレストランではサービス料が含まれていますので
強制的ではありませんが、グレードや状況に応じて10%位を目安
にして下さい。

ショップ　レ
ストラン

：　 通常の営業時間は09:00~19:00ですが、週末は早めに閉店
します。　スーパーマーケットや大きなショッピングセンターは
09:00~22:00、週末も含め毎日オープンしています。おみやげ店や
観光箇所は通常10:00~18:00,週末も含め毎日オープンしていま
す。ほとんどの店員は上手な、または少なくとも最低限の英語　
ロシア語を解します。ドイツ語を話すスタッフも時折見かけます。

電話 インタ
ーネット

：　 ラトビアの国番号は　371
ラトビアから国際電話をかける時は00-国番号（日本は81）- 市外
局番（携帯電話も含め最初の0を取る）- 相手の電話番号
プリペイドカード（Zelta zivtina, Okarte, Amigo）は
ガソリンスタンド、新聞雑誌の売店、郵便局、デパート
のインフォメーションデスクやテレフォンショップなどで購入でき
ます。最も大きい通信会社はLMTです。（www.lmt.lv）
ツーリスト ホットライン有料短縮ナンバー：1188(www.1188.lv)
　通常の質問であれば必要な回答を得ることが出来ます。

警察   ：　 110
救急車 ：　 113
消防署 ：　 112
天気予報 ：　 www.meteo.lv
交通情報 ：　 www.balticroads.net
交通規則
最高速度　都市部 時速50km、郊外の主要高速道路　時速90km または標識表
示に準ずる。走行中はヘッドライトを随時点灯してください。前後部座席共に安全
ベルトを装着してください。運転手は１ミリリットルの血液中アルコール検出量が
0.５ミリグラム未満でなければ運転をする事ができません。都市中心部には有料
駐車場があるので、表示やパーキングメーターの指示に従ってください。交通事
故が発生した場合は警察に連絡することをお薦めします。しかし　もし身体に傷
害もなく運転手同士が事故内容と事故責任に同意した場合、書面による状況確認
書、同意書を２部づつ用意すれば警察に連絡しなくても良い事になっています。Zemgale

ゼムガレ地方

Vilnius
ヴィルニュス

リトアニアの首都。東欧諸国でも最も旅行客の多い都市
の一つです。旧市街は１９９４年にユネスコ世界遺産に
登録され、建物はバロック・ゴシック・ルネサンス・クラシ
ック様式と多様です。旧市街はこじんまりとまとまりネリス
（Neris）川とヴィルニア（Vilnia）川の合流地点に位置し
ます。旧市街の大聖堂はリトアニアとヴィルニュスの中心

的存在で、伝説に残るゲディミナス城や近年修復された王宮が隣接していま
す。旧市街のメインストリートの一つにはアルマ・マター（Alma Mater）と呼ばれる１２
の中庭を有する大学の総合学舎があり４００年を越える学問の歴史を有しています。
‘夜明けの門’（Gates of Dawn）内部の奇跡を起こす力があると信じられている聖母マリ
アの絵画は有名です。他に旧市庁舎など魅力的なスポットがあります。ネリス川は旧市
街と高層ビルが建ち並ぶコンスティテューション通り（Constitution Avenue）のある新
市街を分ける美しい川です。新市街では発達したインフラが整い、さまざまなレベルの
宿泊施設、飲食店や娯楽施設を楽しむことができます。ヴィルニュスは主要な芸術・文

化団体や企業そして芸術家達の中心地です。夏季期間中、国内外のカルチャーイベン
トも多くヴィルニュス・フェスティバルやクリストファー・フェスティバルが催され伝統音
楽・モダンミュージック・ストリートミュージック・ジャズ・民族舞踊・モダンダンスなど工
夫の凝らしたイベントが目白押しです。 www.vilnius-tourism.lt

リトアニアの文化、伝統、歴史の中心で、一時期は首都でもあっ
たのでフェスティバルやイベントも有名です。ライスヴェス通り

（Laisves aleja＝Alley of Freedom）は活気にあふれた石畳の
通りで16世紀の建物も残っています。
1.7kmの歩行者専用道路で今日では散歩、ショッピング、食に人

気の場所。まさに東西の特徴的な光景が混在しています。
カウナスは見所も多く、悪魔の博物館（Devils’　Museum）所蔵の約3000に及ぶ悪魔の
不気味な収集品や展示物は作曲家・画家であるM.K.　CiurlionisやJ. Maciunas(フルク
サスという前衛芸術運動の創始者)のユニークな芸術スタイルを象徴しています。リト

アニアの２大河川、ネムナス川とネリス川の合流地点付近にあるカウナス城は歴史あ
る旧市街を眼下に、13世紀の塔の内側に建てられました。旧市庁舎と印象的なサンダ
ーハウスは必見です。パジャイスリス修道院も17世紀の興味深い建物で、イタリア以外
ではバロック様式で最もすばらしい建築物の一つと言われています。町は美しい7つの
自然公園に囲まれています。もし　リトアニアの全貌を一度に味わいたいのであれば
ルムシシュケス（Rumsiskes）にある野外博物館がお薦めです。木造建築物はリトアニア
の４つの地域（Zemaitija,　Aukstaitija,　Dzukija, Suvalkija）から集めた実際の建物で
す。 www.visit.kaunas.lt

クライペダはリトアニアで最も古い町。1252年メメルブルグ
という名前で初めて紹介されました。バルト海沿岸に位置す
るクライペダはリトアニアの海運を一手に引き受ける港町で
多くの客船も寄港します。
町は変化に富んだ波乱の歴史が理由で,ユニークな特徴を持

っています。旧市街に、18世紀中頃の、町で最も古い建物があり
ます。木組みの倉庫です。この建築構造はゲルマン文化の影響を受け、町の創設以来ず
っと利用されてきました。
小さな下町の家々や木組みの倉庫はさまざまな芸術団体－作家、芸術家や写真家達、
によって使用されてきました。　小さなアートギャラリー、博物館、みやげ店や居心地の
良いカフェなども楽しめます。

町の中心は劇場広場です。小さな泉に建っているタラウのアンネ像は、この地に生まれ
ドイツのケーニヒスベルグ（プロイセン）大学で学んだ詩人、ジーモン・ダッハに捧げら
れたものです。

町にはお店も多く、博物館、カフェやバーの他にもカルチャーモニュメントや娯楽施設
も充実しています。７月末には‘シーフェスティバル’という町を挙げての大きな祭りもあ
り、その時期には人々が溢れ、活気に満ちた色鮮やかな飾りつけや音楽で町が華やぎ
ます。 www.klaipedainfo.lt 

 
バルト海とクルシュー海に洗われた細長
い半島は砂漠のようで、クロニア砂丘と呼
ばれ,ユネスコ世界遺産に登録されていま
す。ヨーロッパでも最も美しいユニークな
風景の一つで、砂の隆起が海に伸び、絵の

ようないくつかの小さな漁村が点在していま
す。Juodkrante（ユオドクランテ）,Pervalka（ペルバルカ）,Preila（プレイラ）,Nida（

ニダ）の村の中でもニダはその地域の行政の中心です。それぞれの村には様々なレベ
ルのホテルがあり、住民の中には自宅やアパートを休暇で訪れる観光客にレンタルし
ている場合もあります。
ノーベル賞受賞者トーマス・マンはニダに別荘を建て1930年と1931年の夏はそこで生
活をしていました。それにちなんでトーマスマン・フェスティバルが毎年催されていま
す。クルシュー砂丘は国立公園なので、旅行客は目的地の位置や説明など充実した情
報を簡単に得ることができます。また、ニダやユオドクランテのビーチは何年もの間ヨ
ーロッパの海水浴場水質基準を満たしてきました。クルシュー砂州の自然はユニークな

驚異に満ち、海辺には珍しい動植物や数世紀に及ぶ古木が茂る森、天然の白い砂浜、地
域本来の建物やインフラ、そしてカルチャーイベントも多く催されとても魅力ある地域
です。 www.visitneringa.com 
 
リトアニアの基本情報
正式国名　：　　リトアニア共和国
面積　　　：　　65300Ｋｍ２
人口　　　：　　297万人
首都　　　：　　ヴィリニュス　（人口534000人）
公用語 ：　　リトアニア語
政体　 ：　　議会民主制

国家元首 ：　　大統領
ＥＵとＮＡＴＯ加盟国
シェンゲン協定加盟国

日本との
時差

：　 ７時間（ＧＭＴ＋２時間）
サマータイム（3月最終日曜日～１０月最終日曜日）は６時間

通貨 ：　 リタス　Litas（ＬＴＬ）ユーロに対し固定為替相場制度を
敷いており固定為替レートは1 Euro = 3.4528 LTLです。

クレジッ
トカード

：　 主なお店、レストラン、ホテル他、代表的な国際カードが
便利

ＡＴＭ ：　 全国いたるところにあります。　
ショップ
　レスト
ラン

：　通常の営業時間は10:00~19:00ですが、週末は早めに閉店
します。　スーパーマーケットや大きなショッピングセンターは
08:00~22:00、週末も含め毎日オープンしています。おみやげ店
や観光箇所は通常10:00~19:00,週末も含め毎日オープンして
います。ほとんどの店員は英語　ロシア語を解します。
ドイツ語またはポーランド語を話すスタッフも時折見かけま
す。

電話  :     　リトアニアの国番号は　370.
リトアニアから国際電話をかける時は
00-国番号（日本は81）- 市外局番（携帯電話も含め最初
の0を取る）- 相手の電話番号
プリペイドカードはガソリンスタンド、新聞雑誌の売店、郵便
局、デパートのインフォメーションデスクやテレフォンシ
ョップなどで購入できます。大手の通信会社はOmnitel,Bite, 
Tele2です。

インター
ネット

 :     　ハイスピード　ワイヤレスのアクセスがほとんどのス
ーパー
マーケット、カフェ、大都市のメインストリートやホテル

（通常は無料）で可能です。
通常の質問であれば　短縮ナンバー118　または　370 700 
55 118（www.118.lt）にコンタクトすると必要な回答を得るこ
とができます。

警察 救
急車　消
防署

：　112

交通規則
最高速度　：都市部 時速50km、郊外　時速90km,  郊外の主要高速道路　時速110km
または標識表示に準ずる。
走行中はヘッドライトを随時点灯してください。
前後部座席共に安全ベルトを装着してください。
町の中心部では有料駐車場をご利用下さい。

エストニア(ESTONIA)　
エンタープライズ・エストニア
／エストニア観光局
info@estonia.or.jp
www.visitestonia.com
www.facebook.com/estonia.jp
 
タリン市観光インフォメーション・セン
ター
Niguliste 2/ Kullassepa 4
10146 Tallinn, Estonia
Tel. + 372 6457 777
turismiinfo@tallinnlv.ee
www.tourism.tallinn.ee
www.facebook.com/VisitTallinn
 
在エストニア日本大使館
Harju 6, 15069 Tallinn, Estonia
Tel. +372 6310 531
info@ti.mofa.go.jp
www.ee.emb-japan.go.jp/jp/

ラトビア(LATVIA)
ラトビア政府観光局
Brīvības iela 55, LV-1519 Riga, Latvia
Tel. +371 67229945
info@latvia.travel
www.tava.gov.lv
www.latvia.travel

リガ市観光局 / LIVE RIGA公社 
Rātslaukums 6, LV-1050 Riga, Latvia
Tel. +371 67037900
info@rigatic.lv
www.liveriga.com
 
ラトビア共和国外務省
K.Valdemāra iela 3, LV-1395 Riga, Latvia
Tel. +371 67016364
Fax: +371 67828274
mfa.cdep@mfa.gov.lv
www.mfa.gov.lv

リトアニア(LITHUANIA)
リトアニア経済省観光局
Gedimino pr. 38, LT-01104 Vilnius, Lithuania,
Tel. +370 706 64 976,
Fax: +370 706 64 988,
vtd@tourism.lt
www.tourism.lt
www.lithuania.travel
 
ヴィリニュス観光情報センター
Vilniaus g. 22, LT-0111 Vilnius, Lithuania 
Tel. +370 5 262 9660
Fax: +370 5 262 8169
tic@vilnius.lt
www.vilnius-tourism.lt
 
リトアニアの外務省
J. Tumo-Vaižganto 2, LT-01511 Vilnius, 
Lithuania
Tel. +370 5 236 2444
Fax: +370 5 231 3090
urm@urm.lt
www.urm.lt

Tartu
タルトゥ

Narva
ナルヴァ

Kaunas
カウナス

KLAIPĖDA
クライペダ

THE CURONIAN SPIT
クルシュー砂丘

バルト三国
ツーリストマップ
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